プレゼンテーション　ストーリーづくりシート
	①プレゼンテーションのテーマ

　　楽天の純利益が減少した理由と今後の予測

～　消費者の多様化と景気回復の兆し　～


	②本題　（本論）

純利益が７３％になった理由
総売り上げが１９％増の理由

消費者が多様化し、景気の回復の兆しがある。
	　楽天が２０１０年５月１３日（木）の発表では、純利益が前年同期比が７３％減の６８億円であった。

　主力のネット通販は、堅調で、楽天証券の業績も改善した。

　保有する東京放送（TBS）ホールディングス㈱の繰り延べ税金資産を計上した影響でその反動が出た。
　売上高は、１９％増の７９１億円。

サイトを通じた取引の総額を示す流通総額（楽天市場とブックスの合計）は、２１６５億円と１９％増。

　出店店舗数は２２％増の３万３０８６店舗

　物価の下落や日用品の購入が増えている。

　１回あたりの購入金額は下がっているが購入回数の増加が補った。

　営業利益では、３２％の増の１２９億円で第一四半期では過去最高だった。

　米景気回復で日本もよくなりつつある。


	③まとめ　（結論）
　　純利益は、減少したが売り上げが伸びている

　　消費者のニーズが多様化し、価格は、下落しているが購入回数が増えている。

　　アメリカの景気が回復し、追従して日本も景気の回復の兆しがある。


	④はじめに　（序論）
　　全世界的（中国は除く）に社会全体の景気が悪い状態にあるが、アメリカの景気回復に伴って日本の景気も少しずつ回復の兆しが見られるようである。落胆はできないが、今後の日本の政治の動向には十分注意をする必要がある。


	⑤タイトル
　　日本の景気回復の兆候が見られる。


